
道路災害復旧事業について

一般県道 常神三方線 若狭町 遊子
つねがみ みかた せん わかさちょう ゆうし
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（広域） （詳細）

災害発生箇所
（若狭町遊子）

一般県道常神三方線

常神半島

常神集落

40世帯150人

神子集落

37世帯134人

小川集落

56世帯206人

集落 計

133世帯490人

災害発生箇所
（若狭町遊子）
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1.位置図



【１.路線名（地係）】

【２.概要】

一般県道常神三方線 （若狭町遊子地係）

・平成25年9月15～16日の台風18号
による大雨により，幅45m，斜面長
70mの崩壊性地すべりが発生し，県
道が通行止めとなった。

・半島唯一の路線であるため通行止

めが続くことにより，3集落が孤立状
態となる。

・地すべりは活動中であり崩壊地内

の調査ボーリングを実施することが

できず，すべり面を確定してからの

詳細設計を行えない。

・通常船の運行はなく，車両以外の交

通手段がない。
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２．被災概要



３．被災状況

③ 頭部滑落崖の段差状況
平成25年9月17日（段差約2.0m）

2.0m

⑦ 土砂押出し状況（三方側より）

⑥ 左側壁末端部の状況（崩土に隠れ
末端部は不明瞭となる）

② 右側壁の段差状況（約 2m）

④ 頭部滑落崖の状況
⑤ 頭部～左側壁にかけての段差状

況（段差約1.8m）

① 土砂押出し状況（常神側より）
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至 常神

至 三方
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③ 頭部滑落崖の段差状況

平成25年11月21日（段差約3.3m）

2.7m
3.3m



⑧ 県道直下の擁壁状況（変状なし） ⑨ 県道直下の斜面状況（変状なし）
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至 常神

至 三方
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地すべりの末端部が，県道下におよんでいるとは考えられない。
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３．被災状況



４．気象状況

（地すべり発生時の気象状況）

平成25年9月15日から16日にかけて台風18号の影響による大雨
・時間雨量：34mm （9月16日4:00）
・24時間雨量：304mm（9月15日10:00～9月16日9:00）
・日雨量 ：199mm （9月16日）
・合計雨量：334mm （9月15～16日の2日間）
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【雨量】

位 置 図
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５．時系列
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９月１６日 ２２：００土砂崩れにより全面通行止め（迂回路なし）
常神、神子、小川集落孤立状態（１３３世帯４９０人）
観光客約５００人も閉じ込められる

９月１７日 コンサルによる現地調査開始
孤立を解消するため片側通行までの工法検討を開始
船にて観光客脱出完了

９月１８日 電力、通信線の切り替え工事実施開始
９月１９日 国総研、学識経験者による現地視察

崩壊土砂の変位を調査するため伸縮計を設置し定期監視開始
歩行者迂回路の設置工事開始

９月２０日 電力、通信線の切り替え工事完了
崩土除去が困難なため、仮桟橋にて交通を確保する方針を決定

９月２２日 調査ボーリング（BV-1）⇒１０月４日完了
９月２３日 歩行者迂回路 供用開始
９月２４日 仮桟橋 工事着手
９月２５日 畠山総括災害査定官現場視察

１０月１２日 仮桟橋 供用開始
１０月２５日 台風２７号 伸縮計の値が大きくなり一時通行止となる
１１月 ４日 崩壊地下部の伐採開始
１１月 ９日 調査ボーリング（BV-2・3・4）⇒１１月２０日完了
１１月２５日 国総研による現場視察
１１月２６日 崩壊地の伐採開始
１２月 ２日 頭部排土着手
１２月１０日 査定
１２月１８日 保留解除協議
１２月２７日 保留解除決定



【伸縮計位置図】

伸縮計S-1

伸縮計S-2
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６．調査概要



図.2　降雨量（福井県：世久見）
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図.1　地表伸縮計　累積変位量観測データ（S-1，S-2）
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６．調査概要

【移動観測】（伸縮計観測データ9月～10月）

地すべりブロック頭部に設置されている伸縮計は，設置当初より継続的に伸びを記録している。災害発生当初に比べると変位量は小さくなり，10月15日時点では日変
位量3.9mmであったが，台風26号（10月16日,連続雨量45mm），台風27号（10月25日,連続雨量131mm ）により変位量は再び増加した。累積変位量は10月30日の時点
で218.1cm （S-1），158.4cm （S-2）となっている。しかしながら，台風27号降雨により増加した変位量は，その後の降雨量の減少とともに，小さくなっている。

台風27号降雨により変位量が増加降雨のない状況でも継続的に活動している
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台風26号降雨によ り変位量が増加

連続雨量5mm

連続雨量23mm

連続雨量4mm

連続雨量45mm
(台風26号 10/16)

連続雨量16mm

連続雨量131mm
(台風27号 10/25)
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６．調査概要

【移動観測】（伸縮計観測データ11月～12月）

11月上旬は，10mm /日前後の伸びを継続的に記録し，降雨により伸縮計の変位量は増加する。しかし，11月下旬には，降雨が少ないこともあり，変位量は10mm /日以
下に減少している。 累積変位量は12月6日の時点で259.1cm （S-1）となっている。S -2は，応急排土工のため11月24日に撤去を行っている。

10

降雨によ り変位量が増加

連続雨量26mm

連続雨量99mm

11/24応急排土工のため撤去
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６．調査概要
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７.応急仮工事 歩行者迂回路

仮設歩道 Ｌ＝約560ｍ

仮設歩道 Ｌ＝約140ｍ
（新設：開削、単管パイプ）

仮設道路 Ｌ＝約340ｍ
（不陸整正、敷砂利）

60ｃｍ

110ｃｍ

遊子区道 Ｌ＝約110ｍ
（アスファルト、コンクリート舗装）

敷地内道 Ｌ＝約80ｍ
（一部単管パイプ）



区 分
第1案

仮設桟橋工（斜張式架設工法）
第2案

仮設桟橋工（H型鋼）

第3案
海岸盛土工+仮設桟橋工

（斜張式工法）

第4案
法面整形工+アンカー工

概 要 図

工法の特徴

崩壊地を仮設桟橋道（斜張式架設工法）で迂

回し，その間に崩壊地の恒久対策を実施す

る 。

崩壊地を仮設桟橋道（H型鋼）で迂回し，その
間に崩壊地の恒久対策を実施する 。

崩壊地を海岸部に盛土工の仮設道で迂

回し，その間に崩壊地の恒久対策を実施

する 。

崩壊地に直接工事をする ことによ り，一旦，

現道の仮復旧を図り，その間に恒久対策を

実施する 。

長所，短所

○施工工期が短くて済む。

○波浪の影響を受けない。

△崩壊地の恒久対策が別途必要となる 。

○波浪の影響を受けない。

△崩壊地の恒久対策が別途必要となる 。

×仮復旧までの期間が長期間となる 。

×波浪の影響によ り通行止めとなる 。

×盛土仮設道の北側の取付は、仮設桟橋

工となり、工事規模が大きくなる 。

×仮復旧までの期間が長期間となる 。

○仮設復旧工事がそのまま恒久対策工事に

つながる 。

×仮復旧までの期間が長期間となる 。

概算工事費

(経費込み）

226,438,400-
（1.00）

125,630,720-
（0.55）

265,968,000-
（1.17）

125,880,000-
（0.56）

工 期
20日

○

90日

△

120日

×

180日

×

判 定 ○（採用） △ × ×

H形鋼斜張式架設工法
盛土工+仮設道

斜張式架設工法

法面整形工+アンカー工

【工法検討比較表】

８．応急仮工事 仮設道路
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【仮桟橋図面】

計画平面図 計画断面図
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工事着手 H25. 9.24
完成・供用開始 H25.10.12

８．応急仮工事 仮設道路



仮設桟橋
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②既設橋脚部と斜張ケーブルに連結①上部パネル吊り込み

④充填材注入・杭頭処理 ③支持杭打設

８．応急仮工事 仮設道路



仮設桟橋への崩土の影響

移動土塊の到達範囲については、斜面長さの2倍程度（55×2=110m）と言われており、土塊が確実に到達
しない位置に仮設桟橋を設置することは困難である。

そのため、仮設桟橋上を通行する車両の安全を確保するために、崩土（落石）が到達しないと考えられる距
離（4.5m）を確保する。
上記の距離（4.5m）は、地すべりブロックの右側壁側となる。右側壁側の移動土塊は薄く、地すべり移動方
向は左側壁側に傾斜していると考えられることから、主たる移動土塊は最大隙間方向へと導かれる。

また、仮設桟橋の安全確保のために、応急排土工を実施する。

16

移動方向

右側壁側4.5m

隙間が大きい

移動土塊の到達範囲

８．応急仮工事 仮設道路
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【仮設桟橋ルートの検討1】

青色：L=142m（4.5mを確保し時計回りに回転させた場合仮設桟橋の延長は長くなる）

赤色：L=136m （4.5mを確保：採用）

県道から4.5m離す

（仮設桟橋ルート決定の条件）

・起点終点は，再崩落の影響を受けないよう，地すべりブロックの範囲外とする。

・仮設桟橋と県道の離隔距離を崩土(落石)が到達しない距離4.5ｍ以上とする。
・仮設桟橋の線形は，曲線部を設けた場合工事費・施工期間が増大するため，

直線とする。

８．応急仮工事 仮設道路
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【仮設桟橋ルートの検討2】

緑色：L=136m （4.5mを確保し，反時計回りに回転させた場合，延長は変わらないが主断面上での隙間が狭くなる）

赤色：L=136m （4.5mを確保：採用）

県道から4.5m離す

主測線

（仮設桟橋ルート決定の条件）

・起点終点は，再崩落の影響を受けないよう，地すべりブロックの範囲外とする。

・仮設桟橋と県道の離隔距離を崩土(落石)が到達しない距離4.5ｍ以上とする。
・仮設桟橋の線形は，曲線部を設けた場合工事費・施工期間が増大するため，

直線とする。

８．応急仮工事 仮設道路



【調査位置図】
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BV-5

BV-6 BV-2

BV-3

BV-1

BV-4

L=26m

L=21m

L=17m

L=20m

L=38m

L=24m

計画平面図

ボーリ
ング名

掘削長
（ｍ）

掘削完
了日

ＢＶ-１ 26.0 10/4

ＢＶ-２ 21.0 11/14

ＢＶ-３ 17.0 11/18

ＢＶ-４ 20.0 11/17

ＢＶ-５ 38.0 1/31

ＢＶ-６ 24.0 1/18

９．地質調査



【6.復旧計画】
計画断面図
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BV-5

BV-1

BV-6
BV-2

BV-4

BV-3

潜在性のすべり面と疑われる深度を結ん
だ線。

今回のすべり面

潜在性のすべり面



【地すべり範囲の想定】

（地すべりブロック，主測線の決定）
現地踏査および移動杭観測より，以下のように決定した。

21

頭部滑落崖の段差状況

2.7m

左側壁末端部の亀裂状況

頭部～左側壁にかけての段差状況

頭部～右側壁の亀裂状況

移動杭変位なし

移動杭変位あり

主測線は，移動方向に沿って，地すべり断面が最
も大きくなる位置を通るように設定。

地すべりブロックは，地表現象と移動
杭観測結果より地すべりの活動範囲
を設定。

９．地質調査



恒久対策工法比較表
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区 分
第1案
排土工

第2案
排土工+アンカー工+地下水排除工

概 要 図

工法の特徴 地すべり頭部を排土し，地すべりの安定化を図る工法である 。 排土工，アン カ ー工，地下水排除工により地すべりの安定化を図る工法である 。

長所・短所
×対象斜面の用地取得が必要。

×大規模な排土工を行うことによ り，上方斜面の新たな地すべりを誘発するおそれがある 。

○アン カ ー工によ り，地すべりを確実に抑止する 。

○比較案の中で最も工期が短く ，経済性も優位となる 。

環境へ

の影響

大規模な地形改変を伴う。

×
地形改変が最小限である 。

○

概算工事費

(経費込み）
307,360,000-
（1.48）

208,150,500-
（1.00）

施工期間 12ヶ月程度 △ 10ヶ月程度 ○

判 定 × ○

AS

CO

モルタル吹付

4
0.0

45.
0

50
.0

55.0

60.
0

65
.0

15. 0

20. 0

2 5.0

35. 0

4
0.0

45 .0

50. 0

50.0
55 .055.0

岩

岩

岩

5.0

1 0.0

65 .57
BO R

14.8 5

14.9 3

14 .75
14 .68

14.5 8

1. 18

2.4 7

0.5 6

1.62

1.24

0. 97

10 .27

1 2.10

12 .28

1 5.12

14.7 4

19. 48

30.3 6

40. 32

44.1 8

4 8.81

55. 44

57.8 0

61.4 7

5 1.45

4 8.79

44 .71

4 2.95

39.4 6

47 .47
44.5 2

4 4.12

2 8.31

31 .85

3 7.28

1 8.16

20. 69

21. 48

2 9.59

2 6.60

3 6.57

41 .34

5 1.56

4 7.4 4

41. 01

45. 86

4 5.67

4 1.07

38.7 3

39. 62

40 .61

5 4.15

5 7.36

61. 55

63. 22

60.3 9

57 .87

5 7.54

5 5.02

5 2.13

49.6 8

48. 24

46. 14
44.5 8

38.3 6
4 0.36

47.6 9

5 3.16

55.6 4

52 .92

43 .15

.14

39.7 6

49.9 3

5 0.46

56. 62

6 9.90

6 4.63

69 .30

7 4.08

64.8 7

5 7.56

6 2.21

68 .45

66. 44

58. 05

55. 26

50 .71

43. 45

37. 35

31. 14

3 8.78

47. 13

3 2.65

3 3.97

2 7.20

24.0 0

1 5.46

16.0 2

2 2.37

3 2.72

38.8 3

38. 20

31.4 3

24 .14

0.5 5

1 .26

1.72

5. 89 9. 81

10 .37

8. 37

8. 46

1 3.22

13 .72

13.4 6

25.0 3

33.1 5

52. 38

59 .06

5 1.25

62. 61

A 1

A1 -1

A 2K -1

K- 2

K -3

K -5

K -6

K-9

K -1 2

K- 13
K -14

K- 16

K -2 1

K-2 2

K- 23

K- 24

K- 25

モノ
レー
ル

モルタル吹付

N
O
.0

至 三方

BV-1

BV-2

BV-3

B

K -4

30 .0

30. 0

35. 0

K. 4

A3

K -1 5

N O
.
0-
1 0
.0

57 .75

D0 5

消波ブロック

岩

N4 0～60 E 60 S

BV-4

L=17m

L=21m

L=26m

L=20m

NO
.
0-
20
. 0

NO
.
0 -
30
.0

N O
.0
+
10
0

N
O
0

NO
.
0+
40
0

S-1

S-2

E L= 26

EL =3 3

E L= 40

E L= 46

EL =53

EL =6 0

50.0

60. 0

65 .0

4 0
.0

3 5.0

30. 0

25 .0

20. 0

N
O
.0

NO
.0
-
10
.0

N
O.
0-
2 0
.
0

NO
0
-
30
0

N
O.
0
+1
0.
0

N
O.
0-
40
.
0

55. 0

60. 0

65 .0

70. 0

4 5.0

30.0

AS

CO

モルタル吹付

35.
0

40.0

4
5 .0

50.
0

15 .0

20 .0

25 .0

3 5.0

40 .0

45 .0

50. 0

5 0.0

5 5.0

55. 0

岩

岩

岩

5 .0

10. 0

65.57
BOR

1
0. 0

14. 83

14 .85

1 4.93

14 .75

14 .68 14. 58

1 .18

2. 47

0 .56

1 .62

1.2 4

0.9 7

10 .27

12 .10

12 .28

15 .12

14 .74

19. 48

30.3 6

40 .32

44 .18

48 .81

55 .44

57 .80

6 1.47

51. 45

48 .79

4 4.7 1

42 .95

39 .46

47. 47

4 4.5 2

44. 12

2 8.3 1

3 1.85

37. 28

1 8.1 6

2 0.6 9

21. 48

2 9.5 9

26.6 0

3 6.5 7

41. 34

51. 56

4 7.44

4 1.01

45.8 6

45.

41. 07

38 .73

39.6 2

4 0.6 1

5 4.1 5

57. 36

6 1.55

6 3.2 2

6 0.39

57. 87

57. 54

55. 02

52. 13

49. 68

48 .24

4 6.14
4 4.5 8

40 .21

37. 21

3 5.6 6

38 .36
40.3 6

47. 69

5 3.1 6

55.6 4

52 .92

43 .15

40. 49

44.1 4

39 .76

49. 93

50. 46
6 4.63

6 9.3 0

64 .87

5 7.5 6

6 2.21

6 8.45

66.4 4

58. 05

55. 26

50. 71

43 .45

37 .35

3 1.1 4

38.7 8

47 .13

32 .65

33. 97

2 7.2 0

24. 00

15 .46

16

38. 20

31.4 3

24.1 4

0.5 5

2.2 3

1.2 2

1 .26

1.72

5. 89 9.8 1

1 0.37

8. 37

8 .46

1 3.22

13 .72

13. 46

25 .03

33 .15

5 2.38

59. 06

38. 55

62. 61

A1

A1-1

A2K-1

K-2

K-3

K-5

K-6

K-7

K-9

K-12

K-13
K-14

K-16

K-21

K-22

K-23

K-24

K-25

モノ
レー

ル

モルタル吹付

NO
.0

県
道常神

三方線

BV-1

BV-2

BV- 3

B

K-4

3 0.0
3 0.0

3 5.0

K.4

A3

K-15

NO
.
0-
10
.
0

5 7.75

D05

消波ブロック

岩

N40～60E 60S

BV-4

L=1 7m

L=21m

L=26m

L=20m

N
O
0
-2
0
0

N
O.
0-
3
0.
0

N
O
0
+1
0
. 0

N
O .
0
+2
0
0

N
O.
0
+ 3
0
.0

N
O.
0
+ 4
0
0

S-1

S-2

EL=33

EL=40

EL=47

EL=54

EL=61

EL=68

NO
.
0-
4
0.
0

50. 0

55 .
0

60. 0

6 5.0

70. 0

45 .0

NO
.
0

N O
.
0-
1 0
.
0

N
O.
0
- 2
0
.0

N O
.
0-
3
0.
0

N
O.
0
- 4
0.
0

DL=10.00

1 .026

20

0N値50

50

50

50

47

44

50

50

50

50

0. 1

1. 0

5. 5

EL=54

1
:1

2

想定すべり面

EL=34

EL=55

EL=47

EL=40

EL=33

1 8.
5

24. 0

アンカー工
地表横ボ－リング工

L=19.9m×9本=179.1m,5mp

1
:1

2

1:
1.2

1
:1
2

1:
1
2

EL=54

一般県道 常神三方線

伸縮計

S-1

0
N値

5 0

4

4

10

14

19

8

3 1

29

20

0N 値50

6

2

3

6

1 0

1 1

5 0

5 0

5 0

1 2.0

4 .5

2 1.0

3. 0

6. 4

17 .0

1 .0

1 5. 3

2 0. 0

16

12

37

50

50

50

弱風化岩

風化岩

強風化岩

礫混り土

11 .6 5

1 3.0 5

15. 0

1 8.2

滑落崖

BV-1

GH=65.57m

dep=26.0m

HWL GL-16.94m(H25.10.25)

BV-2

dep=21.0m

GH=44.75m

すべり面GL-11.65m
HWL GL-11.98m(H25.11.19)

BV-4

dep=20.0m
GH=40.28m

すべり面GL-13.05m

HWL GL-13.02m(H25.11.18)

BV-3

dep=17.0m

GH=32.19m

すべり面GL-6.4m

HWL GL-15.57m(H25.11.19)

5
. 5

5
. 5

5
. 5

5.
5

5.
5

5.
5

鉄筋挿入工

L=5.5m,6段

吹付枠工

300-2000×2000
DL=10.00

1. 0
2 6

2 0

0
N 値

50

5 0

5 0

5 0

4 7

4 4

5 0

5 0

5 0

5 0

0.1
1.0

5.5

想定すべり面

鉄筋挿入工

吹付枠工

300-2000×2000

L=3.0～4.0m,8段

一般県道 常神三方線

伸縮計

S-1

0
N 値

50

4

4

1 0

1 4

1 9

8

3 1

2 9

2 0

0
N 値

5 0

6

2

3

6

10

11

50

50

50

12. 0

4.5

21. 0

3.0

6.4

1 7. 0

1. 0

15 .3

20 .0

1 6

1 2

3 7

5 0

5 0

5 0

弱風化岩

風化岩

強風化岩

礫混り土

1 1. 65

13 .05

1 5. 0

18. 2

滑落崖

BV-1

GH=65.57m

dep=26.0m

HWL GL-16.94m(H25.10.25)

BV-2

dep=21.0m
GH=44.75m

すべり面GL-11.65m

HWL GL-11.98m(H25.11.19)

BV-4

dep=20.0m

GH=40.28m

すべり面GL-13.05m

HWL GL-13.02m(H25.11.18)

BV-3

dep=17.0m

GH=32.19m

すべり面GL-6.4m

HWL GL-15.57m(H25.11.19)

官民

地地

１０．本復旧工事



区 分
第3案

排土工+部分盛土工（海岸部）
第4案

排土工+全盛土工（海岸部）

概 要 図

工法の特徴 第1案と同様の工法である 。排土した土砂を ，部分的に海岸に盛土する 。 第1案と同様の工法である 。排土した土砂を ，全て海岸に盛土する 。

長所・短所
△排土した土砂を海岸部に盛土することによ り，運搬土砂量を少なくできる 。

×海岸での盛土となるため，環境への影響が懸念される 。

△排土した土砂を海岸部に盛土することによ り，運搬土砂量を少なくできる 。

×海岸での盛土となるため，環境への影響が懸念される 。

環境へ

の影響

地形改変および海洋への負荷が大きい。

×
地形改変および海洋への負荷が大きい。

×

概算工事費

(経費込み）
494,592,000-
（2.38）

883,200,000-
（4.24）

施工期間 1年半程度 × 2年程度 ×

判 定 × ×

恒久対策工法比較表
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復旧延長 74.8m

アンカー工 36 本

鉄筋挿入工 165 本

横ボーリング工 3 本

法枠工 1,252 m2
仮桟橋工 136 m

決定工事費 443,589千円
内仮工事費 225,752千円

１０．本復旧工事
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１１．実施保留と保留
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○協議設計（実施保留）
協議設計とは、復旧工事実施に当たり更に検討を要する場合で、一応災害復旧事業としては

採択するが、査定においては見込工事費を朱書きされ、査定後、早急に調査設計を行い防災課
と協議し復旧工法を決定するものである。

今回の災害の現象は地すべりである。

本来であれば地すべり災害として地すべり活動が収束した後に、調査を行い査定を受けるも
のであるが、９月２５日に現地視察された総括災害査定官から、孤立集落が発生している状況
なので、早期復旧のため単独災害として査定を受けるべく、類似の災害を参考に設計を行い査
定を受けるよう指導をいただいた。

調査をせずに想定地すべり線で設計を行い査定を受けることになる。

『査定方針 第15第1項（二）地形，地盤等の状況からみて特に検討する必要のある場合』に該当し、
協議設計の対象となる。

類似災害として、遊子の隣の地係である小川で生じた平成１４年道路災害を参考とした。すべり幅ほぼ
一緒であったため、小川のすべり深さを流用し想定すべり線を設定し設計を進めた。

しかし、１０月２５日の台風２７号の大雨により崩土が大きく動き、その後の活動が非常に小さくなった
ことより、速やかに調査ボーリングを実施し（２４時間体制で実施）、想定すべり線ではなく、調査結果
に基づいたすべり線で設計を行い査定を受けた。

今回は協議設計無し！
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○保留
先の実施保留とは異なるもので、災害復旧事業の対象とすることに疑義のある場合、申請金

額が著しく大きい場合等において、採択を保留して帰庁の上、その採否を決定するものである。

当災害の工事費が約４億４３００万円。

このため『査定方針 第15の2第1項（一） 仕決定見込み額４億円以上となる場合』に該当する。

保留！

１２月１０日の査定後、速やかに保留解除の資料を作成し協議を行い１２月２７日には保留解
除決定をもらう。



・掘削および崩土撤去、アンカー完了

・法面下部の法枠を施工中

１２．現在の状況
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全 景

（H26.6.4）

遊子側から

（H26.6.1）

崩土が無くなりすっきり
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覆工板

舗装損傷

舗装損傷
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カッター施工状況

施工後の状況

切断位置

切断位置


